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Syslog Watcherは EZ5 Systems社の登録商標です。 

その他の社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。 

 

変更履歴 

版 発行日 変更内容 

第 1.0版 2023/11/20 新規作成 

第 1.1版 2024/03/15 v6.5対応 

 

資料について 

Syslog Watcher v6.2.5および v6.2.12環境で発生するストレージの不具合を修正する 

専用ツールの使用方法について説明します。 

 

ご注意ください！ 

 

本書での作業は、Syslog Watcherサーバーの停止を伴います。 

Syslog Watcherサーバーの停止期間中に送信された Syslog メッセージは、 

ログデータとして記録・保管されません。 
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1 ストレージ修正ツールの概要 

本章では、ストレージ修正ツール（以下、本ツール）の概要について説明します。 

1.1 対象環境 

本ツールの適用対象となる環境は、以下の通りです。 

Syslog Watcher v6.2.5 または v6.2.12で Syslog メッセージを収集・保存し、 

これらのバージョンから v6.2.15または v6.5以降にアップグレードする環境 

1.2 ツールの修正内容 

ビューアーのフィルター条件に「重大度レベル」を指定せず、「発信元」のみを指定した場合 (図 1)、 

ビューアー上のログの表示が受信日時順ではなく、重大度順になる問題 (図 2) を修正しました。 

図 1 

  

図 2 

 

 

 

ご注意ください！ 

v6.2.5、v6.2.12をご利用中の環境で本ツールを実行した場合、既存のストレージファイ

ルには修正が適用されますが、ツール実行以後に作成されたストレージファイルでは問

題が再発します。 

この問題を修正した v6.2.15、または v6.5以降にアップグレードした後で、本ツールを実

行してください。 
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1.3 ツールの入手方法 

本ツールは、弊社ソフトウェアダウンロードページより入手いただけます。 

下記 URLへアクセスし、「Syslog Watcher ストレージ修正ツール」をダウンロードしてください。 

ソフトウェアダウンロードページ： https://www.jtc-i.co.jp/support/download/ 

 

 

2 ストレージ修正ツールの使用方法 

本章では、ストレージ修正ツールの使用方法について説明します。 

2.1 事前準備 （最新バージョンへのアップグレード） 

本ツールを使用する前に、Syslog Watcher v6.2.5または v6.2.12を最新の公開バージョンへ 

アップグレードしてください。アップグレード手順は以下の通りです。 

1. 弊社ソフトウェアダウンロードページへアクセスし、「Syslog Watcher インストーラー」を 

ダウンロードします。 

ソフトウェアダウンロードページ： https://www.jtc-i.co.jp/support/download/ 

  
  

https://www.jtc-i.co.jp/support/download/
https://www.jtc-i.co.jp/support/download/
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2. Syslog Watcherサーバーを停止し、Syslog Watcher Managerを [×] ボタンで終了します。 

 

3. msi ファイルをダブルクリックするか、右クリック→「インストール」を選択して実行します。 

インストール完了までの手順は「Syslog Watcher 6 インストールガイド」をご参照ください。 

 

4. インストール完了後 Syslog Watcher Managerを起動します。 

「情報」メニューから、製品バージョンが最新になっていることを確認します。 

「サーバー開始」はまだ実行しないでください。 

 

 

 

ご注意ください！ 

「サーバー開始」はストレージ修正ツールを実行した後に行います。 

この時点ではまだ実行しないでください。 

https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/syslogwatcher_installupgradeguide_6.0.pdf
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2.2 ツールの実行 

本ツールの実行手順について説明します。 

1. ソフトウェアダウンロードページからダウンロードした zip ファイルを任意の場所に展開します。 

 

 

2. スタートメニューにて「コマンドプロンプト」を右クリックし、管理者権限で実行します。 
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3. 以下のコマンドを実行します。 

ストレージフォルダーは、Syslog Watcher Managerの「サーバー設定」→「ストレージ」→「ストレー

ジフォルダー」の設定を確認してください。 

cd [check_storage.exeの保存場所] 

check_storage.exe [ストレージフォルダー]  

 

 

 

ストレージファイルの数が多い場合、ファイルサイズが大きい場合は、処理に時間がか

かる可能性がございます。 

4. 「The process completed.」というメッセージが表示されたら、コマンドプロンプトを終了します。 

 

5. Syslog Watcher Managerにて「サーバー開始」を実行し、Syslogの受信が開始したことを確認し

ます。 
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6. ビューアーにて以下のフィルター条件を指定し、ログが受信日時順に表示されたことを確認します。 

ビューアーの使用方法については「Syslog Watcher 6 導入ガイド」をご参照ください。 

重大度レベル ：すべてのレベル 

発信元 ：任意の発信元を選択 

 

 

  

https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/syslogwatcher_setupguide_6.0.pdf
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2.3 アーカイブファイルに対してツールを実行する場合 

アーカイブファイルに対して本ツールを実行する場合は、以下の手順で行ってください。 

1. エクスプローラー上でアーカイブフォルダーにアクセスします。 

アーカイブフォルダーは、Syslog Watcher Managerの「サーバー設定」→「ストレージアーカイブ」→

「アーカイブ先フォルダー」の設定を確認してください。 

 

 

2. 修正を適用するアーカイブの zip ファイルを展開します。 
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3. 複数のアーカイブファイルを一括で修正する場合は、一つのフォルダーに複数日のアーカイブをまと

めて格納します。 

 

4. スタートメニューにて「コマンドプロンプト」を右クリックし、管理者権限で実行します。 

 

5. 以下のコマンドを実行します。 

cd [check_storage.exeの保存場所] 

check_storage.exe [アーカイブファイルの保存場所]  

6. 「The process completed.」というメッセージが表示されたら、コマンドプロンプトを終了します。 

 

7. Syslog Watcher Managerにて「切断」ボタンをクリックし、「ストレージを開く」メニューからツールを

実行したアーカイブファイルの格納場所を選択します。 
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7. ビューアーにて以下のフィルター条件を指定し、ログが受信日時順に表示されたことを確認します。 

重大度レベル ：すべてのレベル 

発信元 ：任意の発信元を選択 

 

 

8. サーバーに再度接続するためには、「ストレージを閉じる」ボタンをクリックします。 

その後「サーバーの管理」をクリックすると、元のサーバー管理画面に戻ります。 
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3 お問い合わせ 

弊社では、Syslog Watcherに関するご意見、フィードバックをお待ちしております。 

Syslog Watcherについてご不明な点がございましたら、以下までお問い合わせください。 

 

ジュピターテクノロジー株式会社（Jupiter Technology Corp.） 
 

住所：   〒183-0023 東京都府中市宮町一丁目 40番地 KDX府中ビル 6F  

URL：   http://www.jtc-i.co.jp 

電話番号：   042-358-1250 

FAX番号：  042-360-6221 

購入前のお問い合わせ先：https://www.jtc-i.co.jp/contact/scontact.php  

または 

   sales@jtc-i.co.jp 
 

購入後のお問い合わせ先：https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/ 

 
 
 
 

発行日 2024年 3月 15日 

ジュピターテクノロジー株式会社 

 

http://www.jtc-i.co.jp/
https://www.jtc-i.co.jp/contact/scontact.php
mailto:sales@jtc-i.co.jp
https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/

